
令和 7 年度補助事業の概要 

（公益財団法人 日本海法会） 

 

海法に関する調査研究事業 

日本海法会は、万国海法会の会員である国内海法会として、万国海法会等の国際機関や各国海法

会と連携してその目的の遂行に当たっている。 

本年度は、海法をめぐる国内外の最新動向、海法の理論と実務を探求し、その成果を海法会誌を

通して発表するとともに、ホテル・ニューオータニ東京において 2025 年 5 月 13 日から 5 月 17 日

まで万国海法会東京国際会議とそれに関連する会合が行われ出席した。 

  

○特集 万国海法会東京国際会議 

・東京国際会議の概要 

・ＣＭＩと海事法の調和 

・海上運送の未来に向けた最新技術と経験 

・海事における脱炭素化と産業界の視点 

・CMI Lex Maritima（海事法に関する東京原則）の採択  

・困難なグローバル安全保障状況における敵対行為と詐 

 欺的活動への対抗 

・アジア太平洋地域の動向 

                       他 

 

 

○国際作業部会、常設委員会 

開催日：２０２５年５月１３日 

内容：裁判上の売買、脱炭素化、サイバーセキュリティ、自動運航船、海事条約の批准と普及、極域航行、可動式

オフショア再生ユニット、レックス・マリティマ、海上保険、濫用的アレストなどの国際作業部会が行われた。 

○セッションの開催 

 ２０２５年５月１４日：「将来の海事運送のための最新技術動向と経験」、「開示における脱炭素化に関する作業

部会の活動と産業界の見方の最新情報」、「困難なグローバル安全保障状況における敵対行為と詐欺的活動への対

抗」、「レックス・マリティマ―東京草案」 

 ２０２５年５月１５日：「アジア太平洋地域の動向」、「自動運航船」、「裁判上の船舶の売買の国際的効果に関す

る北京条約及びロッテルダム・ルールズの普及」、「衝突条約」、「国際油濁補償基金及び HNS 基金の将来」 

 ２０２５年５月１６日：「浮体式オフショア再生可能エネルギーユニット（MORU）国際作業部会の最新情報」、「ア

カデミクス・セッション」 

 ２０２５年５月１７日：「レックス・マリティマ」、「海事法のデジタル・トランスフォーメーション」 

○万国海法会２０２５年総会及び執行評議会 

開催日：２０２５年５月１７日午後 

議題等：財務・会員関係、今後の国際会議・総会・セミナー、役員の選任等 

万国海法会東京国際会議 



 

万国海法会東京国際会議 


